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長野県地球温暖化対策条例に基づく環境エネルギー性能及び自然エネルギー導入検討制度が、住宅を含む全ての新築建築物について平成２７年７月１日から施行され、建築主は建築物を新築しようとする場合は、当該建築物の環境エネルギー性能及び自然エネルギー導入について、検討することが義務付けられております。

つきましては、この検討義務の履行状況を確認したいので、当該検討に関する書面の写しを、下記によりご提出いただきますよう、ご協力をお願いします。
なお、平成29年４月１日からは、指定確認検査機関の県内窓口に確認申請書を提出する300㎡未満の新築戸建住宅についても書面提出をいただくようお願いします。
記

１　ご提出いただきたい書面（別紙「書面一覧」に次の書面を添えて提出してください。）
(1) 検討に利用した環境エネルギー性能評価指標による評価書又は結果表の写し

　　①CASBEE新築　（非住宅用）　　　　　　　　　【様式例　参考(1)－①】

　　　CASBEE戸建　（戸建住宅用）

　　②Qpex　　　　 （木造在来住宅用）　 　　　　　【様式例　参考(1)－②】

　　③エネルギーパス（住宅用）　　 　　　　　　　　【様式例　参考(1)－③】

　　④一次エネルギー消費算定プログラム（住宅用）　 【様式例　参考(1)－④】

　　⑤一次エネルギー消費算定プログラム（建築物用）　                  
　　　一次エネルギー消費算定プログラム（モデル建物法）【様式例　参考(1)－⑤】

　(2) 自然エネルギー導入に関する検討結果及びチェックシートの写し

　　　実際に採用した場合は、自然エネルギー設備等の概要の写しも添付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【様式例　参考(2)－①、(2)－②】

２　ご提出をいただく対象及び時期

1 300㎡未満の新築（建替えによる改築含む。）の戸建住宅（併用住宅含む。）

提出時期：建築確認申請における確認済証交付時まで

2 300㎡以上2,000㎡未満の新築（建替えによる改築含む。）の建築物

提出時期：建築物省エネ法（省エネ法）による届出における通知書交付時まで
３　提出先

　上記２①は特定行政庁（所管行政庁）及び指定確認検査機関の県内の窓口
　上記２②は特定行政庁（所管行政庁）
· 建築物全体の用途が次の①又は②に該当する建築物は上記１(1)に記載の書類の添付は不要です。

1  居室を有さず、かつ、空気調和設備（冷暖房）を設ける必要がない用途

2  高い開放性を有することにより、空気調和設備を設ける必要がない用途
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（別紙）

長野県地球温暖化対策条例における環境エネルギー性能等検討義務に関する書面一覧
１　調査建築物等の概要

　　以下の（　　　　　）内に記入してください。

　　　建築主氏名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　設計者氏名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　同事務所名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　同上連絡先　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　建設地　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）（市町村・字名まで）
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【エネルギー】  
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　　　主要用途　　　・持家住宅　　・貸家住宅　　・給与住宅　　・分譲住宅　

　　　　　　　　　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 住宅の場合は、上記のいずれかに○をしてください。

　　　　　 住宅以外の場合は、下線部分に具体的な用途を記入してください。

　　建築しようとする床面積　　（　　　　　　　　）㎡（小数点以下四捨五入）

２　提出書面の一覧

　　提出書面欄に○をしてください。

(1) 環境エネルギー性能評価指標の評価書又は結果表の写し

	番号
	環境エネルギー性能評価指標の種別
	提出書面

	(1)－①
	CASBEE新築　（非住宅用）
	

	
	CASBEE戸建　（戸建住宅用）
	

	(1)－②
	Ｑpex　　　　（木造在来住宅用）
	

	(1)－③
	エネルギーパス　（住宅用）
	

	(1)－④
	一次エネルギー消費算定プログラム（住宅用）
	

	(1)－⑤
	一次エネルギー消費算定プログラム（建築物用）
	

	
	一次エネルギー消費算定プログラム（モデル建物法）
	


(2) 自然エネルギー導入に関する検討結果及びチェックシートの写し

	番号
	自然エネルギー設備等の導入検討に係る書面の種別
	提出書面

	(2)－①
	検討結果及び導入チェックシート（住宅用）
	

	(2)－②
	検討結果及び導入チェックシート（事業用）
	

	
	（採用した場合）設備等の概要（カタログ、概念図等）
	


■自然エネルギー導入検討結果（住宅用）

	採　用

	

	

	

	

	

	

	

	

	採　用

	

	

	

	

	

	

	

	採　用

	

	

	

	



※検討フローを見ながらお使いください。

（１）暖房（P.24　参照）

①　建物全体の暖房方法を検討したい。

□　はい　（②へ）　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：ソーラーシステムは家全体の暖房を、薪ストーブは複数の部屋の暖房を検討することもできます。一部屋だけを検討するなら、ペレットストーブが良い場合があります。

②　市街地の住宅密集地ではない。

□　はい　（③へ）　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：ストーブは立ち上げ時・消火時に匂いがすることがあり、近隣に住宅がある場合、煙や匂いに注意が必要です。
③　庭や軒下に薪が置ける。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：薪ストーブを利用する場合、屋外にひと冬分の薪置き場を確保できると安心です。広い場所が確保できなくても、軒下などで小型のラックを置く場所があれば、薪の宅配サービスを利用できます。
　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　ソーラーシステム

□　薪ストーブ

□　ペレットストーブ

□　その他（高効率空気調和設備など）


[image: image1]
（２）冷暖房（P.25　参照）

①　複数の部屋の冷暖房を検討したい。

□　はい　（②へ）　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：ヒートポンプや掘削の費用を考えると、地中熱利用システムは複数の部屋に導入するほうが、投資効果が高まります。
②　敷地に、車数台分の駐車スペースがある。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：熱交換チューブの埋設には駐車場程度の広さが必要ですが、埋設後は地上を駐車場として利用できますので、別途専用の場所を確保する必要はありません。
　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　地中熱利用システム

□　その他（高効率空気調和設備など）
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（３）給湯器（P.26　参照）

①　お風呂は毎日湯船にお湯（温水）を張る。

□　はい　（②へ）　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：貯まった温水を使わないと、故障の原因になることもあります。シャワーのみでは温水の使用量が少なく、太陽熱温水器・給湯システムを導入しても、燃料使用量の削減効果があまり見込めません。
②　世帯人員は２人以上である。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：太陽熱温水器・給湯システムのタンク容量は、最小でも200L程度あります。温水を利用する人数が少ないと、燃料使用量の削減効果があまり見込めません。
　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　太陽熱温水器・給湯システム

□　その他（高効率給湯器、コージェネレーションシステムなど）
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（４）動力他（P.27　参照）

①　日中家にいることが多い。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ　（②へ）

「はい」を選んだ方へ：日中に室内で照明を利用する時間が長いのであれば、自然光を利用すると良いでしょう。
②　電気製品の利用が増えそう。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ　（③へ）

「はい」を選んだ方へ：太陽光発電を設置することにより、自家消費あるいは売電により電気代の増加分を補うことができます。
③　何か環境に良いことをしたい。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：太陽光発電を設置したときのコストと売電収入がどうなるか、試算してみましょう。

　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　自然光の利用

□　太陽光発電

□　その他（高効率照明機器など）
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■自然エネルギー導入検討結果（事業用）

	採　用

	

	

	

	

	

	

	




	
採　用

	

	

	

	

	

	

	

	採　用

	

	

	

	



※検討フローを見ながらお使いください。

（１）冷暖房（P.42　参照）

①　冷房への導入は考えていない。

□　はい　（②へ）　　　　　　□　いいえ　（③へ）

「はい」を選んだ方へ：ヒートポンプを使う地中熱利用システムは、冷房にも暖房にも利用できます。暖房のみの場合は、チップボイラやソーラーシステムの導入を検討すると良いでしょう。
②　市街地の住宅密集地ではない。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：ボイラは立ち上げ時・消火時に匂いがすることがあり、近隣に住宅がある場合、煙や匂いに注意が必要です。ソーラーシステムでは、煙や匂いを気にする必要がありません。

③　敷地に冷暖房対象の床面積と同等のスペースがある。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：地中熱利用システムでは、熱交換チューブを埋設する場所が必要です。事業用の場合、冷暖房対象の床面積と同等の広さが必要となりますが、埋設後は地上を駐車場として利用できますので、別途専用の場所を確保する必要はありません。
　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　地中熱利用システム

□　チップ・ペレットボイラ

□　ソーラーシステム

□　その他（高効率空気調和設備など）
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（２）給湯器（P.43　参照）

①　温水を定常的に大量に使用する温浴施設や温水プールがある。

□　はい　（②へ）　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：太陽熱温水器・給湯システムの温水は飲用に適していません。温浴施設などで大量に使用することがあれば、燃料使用量の削減効果が見込めます。

②　多雪地域ではない。

□　はい（③へ）　　　　　　　□　いいえ（④へ）

「いいえ」を選んだ方へ：多雪地域では、冬季に十分な温水が確保できないおそれもありますが、水道の水を直接温めるよりは燃料使用量を削減できますので、費用対効果を試算してみましょう。

③　屋上にものを載せられる場所がある。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：屋上（陸屋根）のない、切妻屋根などでも設置できます。

④　近隣に民家が少ない。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「いいえ」を選んだ方へ：ボイラは立ち上げ時・消火時に匂いがすることがあり、近隣に住宅がある場合、煙や匂いに注意が必要です。


　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　木質バイオマス熱源設備
□　太陽熱温水器・給湯システム

□　その他（高効率給湯器、コージェネレーションシステムなど）


[image: image6]
（３）冷房・冷蔵（P.44　参照）

①　年間を通じて一定温度に冷やす部屋がある。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ　（②へ）

「はい」を選んだ方へ：農産物などの貯蔵庫の他、電算室（サーバールーム）などで一年中冷房を使用していませんか。

②　夏季の冷房を導入すべきか悩んでいる。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ

「はい」を選んだ方へ：夜間涼しくなるとはいえ、日中の暑さで体調を崩すこともあります。夏季だけに利用するクーラーにあまり投資したくない場合も、雪氷熱の利用を検討してはいかがでしょうか。

　　>>>>　検討結果（導入設備）

□　雪氷熱利用システム

□　その他（高効率空気調和設備など）
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（４）動力他（P.45　参照）

まずは、自然光の利用を検討してはいかがでしょうか？
①　屋上又は敷地内に物を置けるスペースがある。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ（②へ）

「いいえ」を選んだ方へ：屋上（陸屋根）のない、切妻屋根などでも設置できます。

②　蒸気使用機器がある。

□　はい　　　　　　　　　　　□　いいえ　

「はい」を選んだ方へ：チップ・ペレットボイラなどの木質バイオマス熱源設備の導入を検討してはいかがでしょうか。

　　>>>>>　検討結果（導入設備）

□　自然光の利用

□　太陽光発電

□　チップ・ペレットボイラ
□　その他（高効率照明機器など）
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■イニシャルコスト・ランニングコストの考え方

（１）太陽熱温水器

◆ イニシャルコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	集熱パネル・装置
	　　　　円/枚
	

	蓄熱槽・熱交換器

（一体型は上段に含まれる）
	　　　　円/台
	

	架台その他
	　　　　円/㎡
	

	ボイラなど補助熱源
	　　　　円/台
	

	工事費
	（人工費）
	

	事業費計
	
	

	補助金
	事業費の　　　％
	

	事業主負担額
	
	


◆ ランニングコスト

	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	太陽熱利用導入前
	
	

	　ガス・灯油代金
	（注１）
	

	　メンテナンス費用
	　　　　円/年
	

	導入前費用計
	－
	

	太陽熱利用導入後
	
	

	　ガス・灯油代金
	（注１）
	

	　メンテナンス費用
	　　　　円/年
	

	　不凍液交換費用（注２）
	　　　　円/年
	

	導入前費用計
	－
	

	ランニングコストのメリット
	
	


注1）給湯分が該当するが、暖房分との区分が不明な場合、全額を対象としても良い。

　2）10年に１回程度なので、１回の費用を10で割った値とする。


（２）太陽光発電

◆ イニシャルコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	太陽電池パネル・装置
	　　　　円/枚
	

	架台その他
	　　　　円/㎡
	

	パワーコンディショナ
	　　　　円/台
	

	接続ユニット他
	　　　　円/台
	

	工事費
	（人工費）
	

	事業費計
	
	

	補助金
	事業費の 　％
	

	事業主負担額
	
	


◆ ランニングコスト

	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	太陽光利用導入前
	
	

	　購入電力料金
	電力料金
	

	導入前費用計
	－
	

	太陽光利用導入後
	
	

	　電力料金
	
	

	　　購入電力料金
	
	

	　　販売電力料金
	
	

	　メンテナンス費用
	　　　　円/年
	

	　機器交換費用
	　　　　円/年
	

	導入前費用計
	－
	

	ランニングコストのメリット
	
	


（３）バイオマス熱

◆ イニシャルコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	熱源本体（ストーブ、ボイラなど）
	　　　　円/台
	

	煙突工事
	　　　　円/本
	

	屋内工事
	　　　　円/㎡
	

	工事費
	（人工費）
	

	事業費計
	
	

	補助金
	事業費の　 ％
	

	事業主負担額
	
	


◆ ランニングコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	バイオマス熱利用導入前
	
	

	　燃料代（灯油、重油）（注１）
	　　　　円/L
	

	導入前費用計
	－
	

	バイオマス熱利用導入後
	
	

	　燃料代（灯油、重油）（注１）
	　　　　円/L
	

	　燃料代（木質バイオマス）
	　　　　円/kg
	

	　電気代（ペレット・チップ）
（消費電力より算出する）
	
	

	　メンテナンス費用（注２）
	　　　　円/年
	

	　部品交換費用（注２）
	　　　　円/年
	

	導入前費用計
	－
	

	ランニングコストのメリット
	
	


注1）暖房分が該当するが、給湯分との区分が不明な場合、全額を対象としても良い。

　2）数年に１回程度なので、１回の費用をその年数で割った値とする。


（４）地中熱

◆ イニシャルコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	掘削工事
	　　　　円/ｍ
	

	ヒートポンプ・チューブ設置
	　　　　円/台
	

	室内設備設置
	　　　　円/台
	

	工事費
	（人工費）
	

	事業費計
	
	

	補助金
	事業費の　　 ％
	

	事業主負担額
	
	


◆ ランニングコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	地中熱利用導入前
	
	

	　燃料代（灯油、重油、電気）
	　　　　円/L など
	

	導入前費用計
	－
	

	地中熱利用導入後
	
	

	　燃料代（電気）
	　　　　円
	

	導入前費用計
	－
	

	ランニングコストのメリット
	
	


（５）雪氷熱

◆ イニシャルコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	断熱工事
	　　　　円/ｍ
	

	配管工事
	　　　　円/ｍ
	

	熱交換器・ファンなど
	　　　　円/台
	

	工事費
	（人工費）
	

	事業費計
	
	

	事業主負担額
	
	


◆ ランニングコスト
	項目
	積算根拠
	金額（千円）

	雪氷熱利用導入前
	
	

	　燃料代（灯油、重油、電気）
	　　　　円/L など
	

	導入前費用計
	－
	

	雪氷熱利用導入後
	
	

	　燃料代（電気）
	　　　　円
	

	　雪運搬料
	　　　　円/㎥
	

	導入前費用計
	－
	

	ランニングコストのメリット
	
	


長野県地球温暖化対策条例による


環境エネルギー性能等検討に関する書面提出をお願いします








長野県からのお知らせ





（お問い合わせ先）


○ 特定行政庁　建設事務所 建築課 又は 整備・建築課


　　   　　　　長野市､松本市､上田市､岡谷市､飯田市､諏訪市､塩尻市　 各市 建築指導担当課





○ 県庁 建設部 建築住宅課 指導審査係　 電話：026-235-7335　／　FAX：026-235-7479


           E-mail　kenchiku-shido@pref.nagano.lg.jp
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